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新事実

文
4

が
エ
ア
メ
ー
ル
で
舞
い
込
ん
だ
。

で
、

改
め

て
い乎
故
の
周
辺
を
探
っ
て
み
る
と、

驚
く
べ
き
事

実
が
次
々
と
浮
か
ん
で
き
た
。

lljl／�i＇直0
2：蓮暴よ
5縦話
機t
：浅草
:11 111111思
議議k
l!ll!:li爺旦
：；；；議室
：：；；書調
!!l11！！�！�を
：；家賃
ミ；損害
i11:1jl ili!il1：し
さ滋と
；；；；隠鹿
沼簿
：：：蕩E
!liili!'il:> 
1；現愚
：；！（妻子

乗
員
乗
客
1
1
2
人
が
全
員
死
亡
と
い
う
巾
国

で
は
宝
前
の
航
空
機
事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず、

公

式
発
表
が
一

円
半
も
遅
れ
た
先
月
二
十
六
日
の
中

間
民
航
・

ト
ラ
イ
デ
ン
ト
機
墜
紘
一手
故。

最
初
か

ら
何
か
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
ベ
i
ル
に
包
ま
れ
て
い

た
わ
け
だ
が、

従
の
定
と
い
う
か、

こ
の
ほ
ど
大

陸
か
ら
H
本
の
新
聞
社
に
、

隊U
恭
一や
故
が
実
は
爆

弾
テ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
を
に
お
わ
す
。
犯
行
声
明

つはて稲ト
散2 ラ
舌し臼キ イし 、 デ

4 てき ンいCト1と3機
Jの
に残
わが
1とし、

北
京
政
府

は
重
大
視

調
査
の
責
任
者
に
内
閣
N
0・
2
を
起
用

－ちbつ
く江
ほの影

ぱ？
」ういう o

m品一官加P一4vovvと不一司川町伝子白返し
出mbの協朔）
に刊がHH
占骨返り
込ん

1タlし℃いた。
しかも 、
王山哨憐

「制問とい
い何ぜんといい、
巾
「
叫店内外州一缶」と叫すら同制の山ぺ
ている。

だ。

の品
川間71上は版記必、
なんとい川必

同却
の
も
の
に
閥
川崎
いな
い。
HY
紋
は
明
文
はM
D
版刷
り。

同
時
に凶
明
文
は
江刀、
泌
がr憎ら

との一
つ、
申
立
系
紙
「
悶恨」
の
京
川
K
J叫
す
り、
隙
%
，U
川村
川仙
の
以
ιJ

先μ二
十じ日に党支・寸」れたが、
亡

入われわれ
は悦んで催告する 。

獄中にいみ文指凶人組の釈
政を嬰
持派只は、
現制万円（
を川削ろうとし
だっ
たというのである 。

の
前Hの二
十
六日
に巾吋
で投日間
さ
本H

I－－
九八
二
年
四
月二
十
六
求 。
文末で
八
江尚
同ぷ
然出
行
効姿
て中
同
人民
解放
市に
阻止
され
るな

陳
畑町
四柳川村
山川？
とい
えば 、
K
JK
火

れ
さ
Eは 、
広州
超Mの消印か
臼 、
われわれ
は同内の旅客機一
機
長
マと
名乗っ
ている F

ど、
大ハ

ッ
スル。
四月＝
干日付同
ら凶人組逮捕の時には北
長
自

ら確かなよ
うで
す」 。
問
凶の，
犯
に
対し
革命
的行動を
とっ
た
V

＠
親が
憎け
りゃ
恵
子
まで
？

紙
は、
次の
よ
うな
灼くべ
き詳
報
を
令
官
とし
て
拘
撮を
とっ
た
とされ
℃

行雨明文
L－
受
けとっ
た銭
円新
凶

次
いで
テロの
動機
を郡
小平
党
副

も
とも
主「
回の
墜落事故が
襲
伝
え
ている ・

いる人
物 。
のち
に
反
部
小平派
と
み

東
京

木社
ω
山
本
泌
男
外
報
部
副
部
長

主
席
の
ニ
人
の
八
黒
い
手
下
V
が
同
機

活
動
で
あ
る
と
い
う
説
は 、
香
港
の
各

そ
れ
に
よ
る
と 、
墜描惜
し
た
ト

ラ
イ

な
さ
れ
更
迭
さ
れ
は
し
た
が 、
江
古
文

に
乗
るという
情報をつ
か
んだた
め
新
闘
がい
ち早く
報じ
てい
た 。
今
回
デン
トは

人民解放
軍の
所
有機で 、
持
派から
すれば
恨
み骨
髄
の
日粕
見

と語
り、
これ
は
八一
巡
の革命
行
動

の
墜洛
事故
は
地理的に近
く 、
香滋
中
央政府の要人が
地方に行
く時
に

主義者
なの
で
ある 。
そ

の什晶
子
がテ

の
的
ま
りに

草子 、
ぁ6ゆ
る代償
在
住強
備が
多
叡死んだこ
とも
あっ
使
用
する
VI
PS用
機だっ
た 。
し
ロ
の
タl
グッ
ト

に
された
とし
ても

そ払って
も、
今

年中に必
小平に
制

て、
香幣
各
紙
は一
汗に現
地（
山山林
かしヒマは時は民航
がこれ
をチャ
何の不思設
も
ない。

「
解
放
軍
兵
士
の
大
半
は
反
部
小
平
派
で
す
か
ら
ね
・」
中
国
通

ヒッ

中国民航の救援
機に遺体を運び込
む係員たち，.�J;，体
空港で）

長先j入i

吟陽矧1
x:;_-同＼。 広j世

。重度
中
国

中国機 盤 落 で

墜
落
現
場
で
は
広
西
壮
族
自
治
区
の
史
清
威一

副
主
席〈
左）
が
陣
頭
指
揮
に
当
た
る
騒
ぎ
だっ

一

た
「
げ九百四
は
い
ず
れ
も
持浴・
大

公明明
から〉
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巾闘
争悩に詳しい
ラヂオ
プレス
こ
こで思
い
川される
のが 、
五
十

・震え上
がった郵
大
人？

らe
と思っ
た 。
中国
で
は
反郎
務方

の駒柵正昭
苧ん
は
「
事故
が起ぎ
た
五
年十
月の北
京駅
爆破
事
件と 、
五

あの
小
さ
な
大人 、部サン
も
今
回
が
まだ根強く残っていま
すから 。

の
は、
努
が濃
く一
O
O
OM
以上の
十
六
年一月
北
京の同抜き通り王府
の
事故
に
は震え上がっ
た
ん
では
人
民解
放箪
でも
党
でも、
中、一卜紋

山
が連
なっている
ところ 。
飛行コ
弁に
ある

市内紋
大の一アパート「百
ない
か 。
それかあら
ぬか
事故
凋査
層は、
多い
ところ
で
六
割、
少
なく

1
ス
を
誤っ
て山
に激
突し
た
引放
と
貨大
検」
で起
きた
爆
破未
遂別
件で
の
総武
任者に 、
都
サン
は
内閣の
N
ても
半
分くらい
は
文
革派で
す 。
郊

い
うこ
ともν一J
えられ
るんで
す 。
で
あ
る 。
郵
副
下ぽは
五十五
年末の
党
0・
2 、

鈴一凶副総却の
万屯
氏を
す
体
制は
人民
公
社を解
体しよ
う
と
す

も、
中間
では民
兵組織が発注して
巾
央
工
作
会

ぷで
「汀年胤
が第
二の
えた
らしいの
である 。
以
凶究明に
る
など 、
文
市と止
反
対の政策
手溢

ま
す

から 、
皮
鈍
グ
ル
ー

プ
が
そ
の
気

文煎
を
め
ぎ
し
て
地
下
組
織

を作
り 、

か
け
る
並－
K
な
ら
ぬ 、
い
や 、
た
だ
な

め
て
い
る
わ
け
で

すか
ら
反
発
は
あ
つ

になれば
料
易
に爆
発
物を
入手で
き
爆
州
事
件
を起こ
し
てい
る」
と
断
ら
ぬ
熱泌が
感
じ
ら
れ
るで
はた
い
て当
然 。
も
し事
尖なら 、
こ
れ
を
尖

る 。

飛行場
の手
術
物検任
も
日本
み
言 。
中
同

央科
学院の
明
喬
木院
長

τかい

内
に単
発的
な事
件がい刷
くか
もし
れ

たい
に滋し
くはい 。
燃州
テロ
の
可
も「
町松山刊組
織は
全
国に
存
店し 、
号一
中
同
研
究家の
中
間
制版制一以外大
安せ
ん 。
む
ろん 、
部一
派
が必
死
に

－

能性
は火
い
に
あります」
とJい
切

の－m
はテロ
前
助を合て
ている」 ．教授
は 、
こう総折する 。

州－三九込むで
しょう
が」一

－
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